
発行日／2026年8月31日　発行者／地区ガバナー  有賀公哉 　編集者／マーケティング委員長  若松久智
発行／ライオンズクラブ国際協会334-C地区（静岡県）　LCIF・マーケティング委員会　

〒422-8067 静岡県静岡市駿河区南町6-1南町第一ビル3階　TEL（054）286-8922　FAX（054）286-8919　
URL http://www.lions334-c.org　E-mail webmaster@lions334-c.org　

印刷／株式会社アイエルシー　〒426-0022 静岡県藤枝市稲川637-2　TEL（054）641-0245

Photo：浜松城 夏

Photo：中田島砂丘 風紋

T HE LION TI MES 2026 -2027

Vol.1
● 地区ガバナーアピール ● 鈴木静岡県知事メッセージ
● 334-C地区 組織表 ● 新キャビネット・新役員紹介
● 第108回香港国際大会レポート ● 鈴木静岡県知事 表敬訪問
● 事務局だより



T H E L ION T I M E S 2 02 6 -2 027 Vol .1

2

このたび，ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｃ地区ガバ
ナーを拝命し，一年間その重責を担わせていただくこととな
りました。地区内６８クラブ，２，７００名の会員の皆様と
ともに活動できますことを大変光栄に思うと同時に，その責
任の重さに身の引き締まる思いでおります。

歴代地区ガバナーの皆様をはじめ，多くの先輩ライオンが
長年にわたり築き上げてこられた３３４－Ｃ地区の歴史と伝
統，そして地区内各地域から寄せられてきた信頼をしっかり
と受け継ぎ，その価値をさらに高めながら次の世代へ繋いで
いくことが，私に課せられた使命であると考えております。

今年度，私は地区スローガンとして「未来へ繋げＬ字の
誇り 笑顔で結ぶ Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ！」を掲げました。このス
ローガンに込めた「Ｌ字の誇り」とは，単にライオンズクラ
ブの名称を表すものではありません。ライオンズクラブには，
長年にわたり地域へ奉仕を続け，多くの人々の笑顔を支えて
きた歴史があり，困っている人に寄り添い，地域課題の解決
に取り組み，多くの仲間とともに汗を流してきた経験があり
ます。そして何より，「Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ」の精神を実践し続
けてきたという大きな意味を持つ「誇り」があります。私は，
この誇りを未来へ繋いでいきたいと考えています。

然しながら現在，社会環境や価値観は大きく変化し，ボラ
ンティア活動も多様化しています。ライオンズクラブだから
こそ得られる「出会い」「学び」「奉仕する喜び」，そして会
員同士が支え合いながら成長できる魅力が，以前ほど十分に
伝わらなくなっているのではないかという危機感を抱いてい
ます。だからこそ今必要なのは，ライオンズの価値を変える
ことではなく，その価値を自分たち自身が改めて認識し，自
信を持って地域へ発信していくことではないでしょうか。ラ
イオンズには，人を育てる力があります。奉仕を通じて地域
との繋がりが生まれ，クラブ同士の交流から新たな学びが生
まれます。その学びは新しい挑戦へと繋がり，さらに多くの
笑顔を届ける奉仕へと発展していきます。私は，この「繋が
る」ということを一年間の地区運営において最も大切にした
いと考えています。

クラブとクラブが繋がる。地域とライオンズが繋がる。世
代と世代が繋がる。そして，一人ひとりのライオンの想いが
未来へ繋がる。その積み重ねが３３４－Ｃ地区の新たな力に
なると信じています。

そのため今年度は，「会員拡大」「ＬＣＩＦへの理解と協
力」「奉仕活動の活性化とＰＲ強化」「会員満足度向上とリテ
ンション」の四つを地区運営の柱として掲げました。会員拡
大は単なる人数の目標ではありません。新しい仲間との出会
いはクラブに新しい価値観をもたらし，地域へ届けられる奉
仕の可能性を広げます。ＬＣＩＦへの支援は，私たちの奉仕
を世界へ繋ぐ大切な架け橋です。地域奉仕だけではなく，世
界中の人々へ希望を届けられることは，ライオンズクラブな
らではの大きな価値でもあります。また，奉仕活動は「続け
る」だけでなく「育てる」という視点も必要です。ゾーンや
リジョンを越えた交流や合同奉仕，新たな仲間との連携に
よって，それぞれのクラブだけでは実現できなかった活動も
可能になります。繋がることで学びが生まれ，学びが新しい
奉仕を生み，その奉仕が地域へより大きな笑顔を届けていく
と信じています。

さらに，ライオンズクラブが未来へ発展していくためには，
「辞めたくないクラブ」を目指すことが大切です。一人ひと
りがライオンズで活動することに誇りを持ち，「このクラブ
で活動して良かった」と思える環境をつくることこそ，魅力
あるクラブづくりの原点であると考えています。

地区キャビネットも，皆様の活動を全力で支えながら，と
もに学び，ともに考え，ともに歩んでまいります。Ｌ字の誇
りは，一人では未来へ繋ぐことはできません。仲間同士で互
いに手を取り合い，笑顔で結ばれ，それぞれの地域で力を合
わせることで，３３４－Ｃ地区はさらに魅力ある地区へと成
長していけるものと確信しております。
「未来へ繋げＬ字の誇り 笑顔で結ぶ Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ！」
このスローガンのもと，皆様とともに笑顔あふれる一年を

築いてまいりましょう。
どうか温かいご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。

地区ガバナー

有 賀 公 哉

マーク S. ライオン国際会長と

GOVERNOR APPEAL

地区ガバナーアピール



T H E L ION T I M E S 2 02 6 -2 027 Vol .1

3

ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｃ地区の皆様
におかれましては，日頃より環境保全や青少年の健
全育成をはじめ，幅広い分野における社会貢献活動
を通じて，県内各地域の課題解決に力強く取り組ん
でおられますことに，心より感謝申し上げます。

また，昨年度の，貴地区６７クラブ統一奉仕の
日に実施された「フード・ドライブ事業」，台風第
１５号により甚大な被害を受けた牧之原市及び吉田
町への義援金の贈呈や現地でのボランティア活動，
さらには，アジア地域における豪雨被災地支援のた
めの寄付など，時宜に応じて国内外にわたる多様な
活動を展開されていますことに，深く敬意を表しま
す。こうした取組は，社会の明るい未来を築く大き
な力となっております。

今年度のアクティビティスローガン「未来へ繋
げＬ字の誇り 笑顔で結ぶ Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ！」の下，
長年にわたって培われた経験と志を礎に，より良い
地域社会の実現を担うリーダーとして，引き続き御
活躍されますことを御期待申し上げます。

本県では，急速な時代の変化に的確に対応し，新
しい時代を切り拓いていくため，今年２月に，県民
一人ひとりの幸福実感を重視する「ウェルビーイン
グ」の視点を取り入れた新たな総合計画を策定しま
した。また今年は，静岡県誕生１５０周年という大

きな節目の年でもあります。新たな総合計画のもと，
行政と，県民，企業，団体等の多様な主体が効果的
に連携することにより，オール静岡で「幸福度日本
一の静岡県」の実現を目指しておりますので，皆様
におかれましても引き続きお力添えを賜りますよう，
お願い申し上げます。

結びに，ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｃ地
区のますますの御発展と，会員の皆様の御健勝と御
多幸を心よりお祈り申し上げまして，私のメッセー
ジといたします。

静岡県知事

鈴 木 康 友

MESSAGE

静岡県知事メッセージ
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前 地 区 ガ バ ナ ー・
元地区ガバナー会会長 杉 山 節 雄 静 岡

第一副地区ガバナー 沼 津
千 本池 谷 　 勝

第二副地区ガバナー 吉 田 正 義 榛 南

浜 松キ ャ ビ ネ ット 幹 事 齊 藤 高 生

浜 松キ ャ ビ ネ ット 会 計
兼 ア ラ ート 委 員 長 中 村 浩 之

呉 海 数 佳 浜 松 ７１ＺＣ

齋 木 　 薰 袋 井 ３２ＺＣ

永 田 晴 康 湖 西 3３ＺＣ

増 田 剛 已 御 前 崎 4４ＺＣ

横 川 泰 之 静 岡 7１ＺＣ

鈴 木 　 一 清水羽衣 ４２ＺＣ

池 田 敦 郎 焼 津 ４３ＺＣ

森 下 健 二 静岡駿府 4４ＺＣ

徳 田 和 人 沼 津 ５１ＺＣ

服部一二三 富士中央 7２ＺＣ

鈴 木 博 己 裾 野 4３ＺＣ

日 吉 　 啓 伊 東 ６１ＺＣ

三 田 忠 男 中 伊 豆 10２ＺＣ
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Ｒ 神 田 美 奈 浜 松

２
Ｒ 石 野 　 豊 焼 津

３
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Ｒ 鈴 木 伸 二 中伊豆
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Ｒ 阿 形 正 好 御前崎

２
Ｒ 宇佐美　敦 静岡駿府

３
Ｒ 木 下 　 純 長 泉

４
Ｒ 飯 塚 菊 義 天城湯ヶ島
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委
員

Ｇ
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地区ガバナー
第一副地区ガバナー
第二副地区ガバナー
キャビネット幹事
キャビネット会計兼アラート委員長
GMTコーディネータ
GETコーディネーター

GLTコーディネーター
GSTコーディネーター
WYPTスペシャリスト
ZC
マーケティング委員長
会員拡大委員長

地区GAT（グローバル・アクション・チーム）

浜 松
さくら

GLTコーディネーター
兼キャビネット副幹事 鈴 木 利 佳

浜松東GETコーディネーター
兼キャビネット副幹事 池 田 勇 一

三 島LCIFコーディネーター 前 田 　 磨

浜 松
グリーンGMTコーディネーター 平 原 明 彦

袋 井GSTコーディネーター 出 崎 芳 孝

浜 松WYPTスペシャリスト
兼キャビネット副幹事 梅原志穂子

地
　
　
区
　
　
委
　
　
員
　
　
長

静 岡会 則 委 員 長 青 野 博 志

浜 松LCIF副コーディネーター兼マーケ
ティング委員長兼キャビネット副幹事 若 松 久 智

浜 松Ｙ Ｃ Ｅ 委 員 長 髙 田 弘 明

浜 松年 次 大 会 委 員 長 伊達芽利子

掛 川青 少 年 ・
藥物乱用防止委員長 松 下 一 徳

浜松葵小児がん対策委員長 川 嶋 秀 典

袋 井ク ラ ブ 奉 仕 委 員 長 安 間 秀 雄

磐 田会 員 拡 大 委 員 長 松 田 智 照

沼 津
千 本Ｙ Ｃ Ｅ 副 委 員 長 島 田 剣 太

ライオンズクラブ国際協会334－C地区（静岡県）組織表 （2026～2027年度）

地
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（
浜
　
　
松
）
Ｇ
Ａ
Ｔ
フ
ァ
シ
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テ
ー
タ
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有
賀
公
哉

浜松・浜松葵・浜松東・浜松南・浜松リバティ・
浜松グリーン・浜松さくら

磐田・森町・袋井

湖西・浜北・三ヶ日

掛川・菊川・大東・御前崎

静岡・静岡葵・静岡橘・静岡青葉・静岡芙蓉・
静岡WITH協力会・常葉大学草薙キャンパス“Link”

清水・清水羽衣・蒲原・清水日本平

藤枝・島田・焼津・榛南

静岡駿府・静岡リバティ・静岡弥生・静岡巽

沼津・沼津千本・沼津香陵・沼津中央・沼津駿河

富士吉原・富士岳南・富士宮・富士タカオカ・
富士宮中央・富士中央・富士マウント

御殿場・裾野・小山・長泉

熱海・伊東・下田・東伊豆・西伊豆・河津

三島・修善寺・大仁・土肥・函南・伊豆長岡・三島泉・
中伊豆・天城湯ヶ島・韭山
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2026〜2027年度地区役員 “就任にあたっての抱負”

DISTRICT 334-C CABINET

新キャビネット紹介

前地区ガバナー・
元地区ガバナー会会長

GMTコーディネーター

LCIF副コーディネーター兼マーケ
ティング委員長兼キャビネット副幹事

クラブ奉仕委員長

第一副地区ガバナー

GETコーディネーター
兼キャビネット副幹事

YCE委員長

会計監査委員

第二副地区ガバナー

GLTコーディネーター
兼キャビネット副幹事

年次大会委員長

会計監査委員YCE副委員長

LCIFコーディネーター
元地区ガバナー

GSTコーディネーター

小児がん対策委員長

キャビネット幹事

WYPTスペシャリスト
兼キャビネット副幹事

青少年・薬物乱用防止
委員長

キャビネット会計
兼アラート委員長

会則委員長

会員拡大委員長

前年度は会員の皆様に大
変お世話になりありがとう
ございました。有賀公哉ガ
バナーにも変わらぬ支援宜
しく！

会員拡大の目標値を達成で
きるよう精一杯努力いたし
ます。皆様のご協力よろし
くお願いいたします。

活動の価値を伝え、新たな
共感と仲間づくりにつなげ
ます。

ガバナー基本方針に沿って
地域社会に求められる奉仕
活動の推進を致します。皆
様のご協力をお願いします。

有賀ガバナーを支え、C地
区の皆さんに、お役に立つ
地区運営に務めます。一年
間よろしくお願いいたし
ます。

会員拡大317純増47新クラ
ブ1支部クラブ20必達目指
して頑張ります。皆様ご協
力宜しくお願いします。

国境を越えた学びの場を通
じて、国際経験からグロー
バルな感覚が自然に育つ事
業を推進します。

責任ある監査を誠実に務め
地区財務の透明性と健全な
運営に貢献できるよう尽力
してまいります。

有賀ガバナーをお支えし、
地域のニーズに応える奉仕
と、クラブの絆を深める運
営に全力で邁進いたします。

有賀ガバナーのもと、学び
と成長の機会を広げ、クラ
ブと地区の未来へ繋がる人
材育成に尽力致します。

心理的報酬「ヘルパーズ・ハ
イ」人はなぜ奉仕をするの
か？結果自分が幸福感を得
られている事に気付きます。

ライオンズクラブ の W e 
Serve! 利他の心が人類が
主役の「人新世」を救う重
要な精神的支柱と信じたい。

奉仕を通じて学び、沼津か
ら静岡、日本、そして世界へ
と広がる幸せを創造できる
よう尽力いたします。

地域や世界へ奉仕支援し
ているLCIFを会員及び多
くの皆様にご理解頂きご寄
付を賜るよう精励努力して
いく。

地区シェアリング交付金の
活用を検討し、より価値の
ある奉仕の展開を検討して
参ります。

引き続きヘアドネーション
支援を行うとともに、小児
がん支援団体に対し今後に
繋がる活動を考えてまいり
ます。

３３４-C地区の更なる明るい
未来のため信頼できる有賀
ガバナーの元でしっかり務
めさせていただきます。

有賀ガバナーのもと仲間と
力を合わせ女性と若者の拡
大とリテンションを進め輝
く笑顔を未来へ繋いでいき
ます。

薬物乱用防止委員長とし
ての責任を自覚し、皆様の
ご指導ご協力を賜りながら、
責務を全うすべく誠心誠意
努めて参ります。

有賀ガバナーの基本方針の
もと、皆様と共に３３４C地区
のために粉骨砕身してお役
に立ちたいと存じます。

国際会則や複合会則の変更
やデジタル化などがありま
すので、各クラブへの迅速
な周知に努めて参ります。

活気あるクラブとアクティビ
ティの為仲間を増やすこと。
新しい出会い、絆を深める
為のサポートをします。

杉 山 節 雄

平 原 明 彦

若 松 久 智

安 間 秀 雄

池 谷 　 勝

池 田 勇 一

髙 田 弘 明

望 月 晴 生

吉 田 正 義

鈴 木 利 佳

伊達芽利子

青 木 賢 吾島 田 剣 太

前 田 　 磨

出 崎 芳 孝

川 嶋 秀 典

齊 藤 高 生

梅原志穂子

松 下 一 徳

中 村 浩 之

青 野 博 志

松 田 智 照
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地区役員 “私の好きな言葉”
クラブ会長 “2026〜2027年度スローガン”

1R

GMT・
GET特別委員

凡事徹底
山 本 一 登 神 田 美 奈 萩 原 正 臣 小 池 六 法 阿 形 正 好

浜　松

WYPT・
小児がん対策委員

誠実に人と向き合い、
謙虚に人から学ぶ

浜　松

LCIF・
マーケティング委員

初心忘るべからず

袋　井

YCE・青少年委員

夢なき者に成功なし

湖　西

GST・
クラブ奉仕委員

明日があるさ

御前崎

宮 本 　 宏
浜　松

地域に感謝を、世界に愛を～
尽くそう、私たちの

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ～

村松由季子
磐　田

しなやかなる変革

坪 井 仲 治
菊　川

リスタート

大 橋 良 彦
浜松葵

全員参加でWe Serve！

鶴 見 和 弘
森　町

原点回帰！楽しくやろう
クラブと奉仕

中 井 　 勝
大　東

忘れない 奉仕の心を
いつまでも

大 鐘 啓 靖
浜松東

広げよう
新たな奉仕の輪

増やそう新しいLions

山 下 昭 信
袋　井

みんなで一緒に
楽しく奉仕 

“We Serve”

宮 城 秀 幸
御前崎

楽しく集い
奉仕でつなぐ地域と未来

鈴 木 英 夫
浜松南

メンバー同士で支え合い
未来に向かって
WE SERVE

野 田 貴 嗣
湖　西

心をつなぐ奉仕の輪

清 水 正 信
浜松リバティ

優しい気持ちで
We Serve

髙 林 利 次
浜　北

楽しい例会

井 村 篤 志
浜松グリーン

地域に繋げる奉仕の心
全員参加でWe Serve

紫 藤 　 寛
三ヶ日

明るい次代に向けて
楽しく奉仕

眞 木 　 仁
浜松さくら

みんなで育てよう、
奉仕の心、WE SERVE

山 田 浩 司
掛　川

仲間を増やし
奉仕の輪を広げ
未来へつなぐ

1Z
浜　松

報恩感謝
～謙虚さを忘れずに～

呉 海 数 佳

2Z
袋　井

もったいないの
心と実践、

食は生活の規範

齋 木 　 薫

3Z
湖　西

挑戦の先に成長あり！
永 田 晴 康

4Z
御前崎

生涯努力
増 田 剛 巳

ZC

R
委員

会長

1R OFFICERS

1R 新役員紹介
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地区役員 “私の好きな言葉”
クラブ会長 “2026〜2027年度スローガン”

2R

GMT・
GET特別委員

感謝の心で奉仕
鷺 坂 雄 二

榛　南

WYPT・
小児がん対策委員

和而不同
石 野 　 豊

焼　津

LCIF・
マーケティング委員

全てに感謝の気持ちを
大切にする

塩 﨑 由 典
清水羽衣

YCE・青少年委員

やる気・本気・元気！
杉 山 統 彦

静　岡

GST・
クラブ奉仕委員

生きていることに
感謝する

宇佐美　敦
静岡駿府

杉 山 　 穰
静　岡

認め愛、支え愛、
奉仕の心で地域に笑顔と

希望を届けよう

久保田眞千子
蒲　原

夢と希望で輝け
つなげてゆこう

みんなの輪

草 薙 　 言
静岡葵

笑顔で楽しむアクティビティ
社会に広げよう
ライオンズの輪

柴 　 清 貴
清水日本平

この街に感謝！
笑顔溢れる未来のために

We Serve！

福 地 　 健
静岡リバティ

皆で楽しく
奉仕の輪を広げよう！

大 岩 啓 次
静岡橘

思いやりの心で「We 
Serve 」地域社会に
笑顔を咲かせましょう

本 田 　 裕
藤　枝

過去から未来へ
奉仕のこころ

浅 井 宗 芳
静岡弥生

慈愛の奉仕

髙 橋 　 功
静岡青葉

We Serve を次世代に
更なる高みへ

濱 田 行 二
島　田

友愛と奉仕

小 林 伸 之
静岡巽

一人ひとりの心に残る奉仕
足元見つめ、さぁジャンプ

森 川 増 光
静岡芙蓉

心に奉仕を・楽しい例会

見 﨑 康 司
焼　津

未来への懸け橋、
楽しもう奉仕と絆

片 山 　 誠
清　水

歴史を重んじ
奉仕と友愛

杉 山 貴 紀
静岡WITH協力会

着実に奉仕の和を
広げよう

松本みなみ
常葉大学草薙キャンパス“Link”

はじめの一歩を
みんなで

神 谷 文 康
榛　南

“真摯”
楽しもうライオンズ

森 谷 秀 樹
清水羽衣

広げよう奉仕の輪
育てよう未来の力

河 俣 貴 之
静岡駿府

情熱をもって夢を育てる
We Serve

1Z
静　岡

細心大胆
横 川 泰 之

2Z
清水羽衣

七転八起！
失敗は成功の基！

鈴 木 　 一

3Z
焼　津

和して同ぜず
池 田 敦 郎

4Z
静岡駿府

一期一会
多くの方との出会いが

財産です

森 下 健 二

ZC

R
委員

会長

2R OFFICERS

2R 新役員紹介
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地区役員 “私の好きな言葉”
クラブ会長 “2026〜2027年度スローガン”

3R

確乎不動
小 島 桂 一
沼津千本

敬天愛人
長 岡 重 弘

沼　津

感謝の心を忘れない
金 岡 元 泰
富士中央

一燈照隅
清 　 和 久
富士吉原

自らをもって由となす
木 下 　 純

長　泉

土 井 宣 博
沼　津

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ！
みんなが幸せで

あるように

遠 藤 正 人
富士タカオカ

結束から奉仕へ、
奉仕から未来へ

浅 井 大 志
富士宮

今に感謝・心をひとつに
寄り添う奉仕

内笹井　明
沼津千本

千本の志を，
地域の未来へ

土 屋 智 昭
富士中央

調和と融合。
次世代へバトンをつなぐ

小 松 　 正
富士宮中央

誇りを持って We Serve 
出来ることを 出来るときに

小 畑 哲 也
沼津香陵

増やしていこう
ステキな笑顔
Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ！

三 木 　 崇
富士マウント

感謝でつながり
奉仕を楽しもう！

杉 山 順 平
沼津中央

伝統を力に、
新たな挑戦

池 谷 光 雄
御殿場

共進で絆深く
フレキシブルに 

We Serve

船 越 隆 二
沼津駿河

奉仕を、ともに

中 村 純 也
裾　野

自他共栄 
社会全体の幸せのために 

高め合おう

田 中 克 宣
富士吉原

団結の力で挑め！
奉仕で築く地域の明日

野 木 淳 一
小　山

誇りをもって 
未来へつなげよう

奉仕の輪

渡 邉 泰 敏
富士岳南

友愛と寛容、
強い絆で新たな奉仕

岡田美津男
長　泉

感謝を力に 
地域へWe serve

1Z
沼　津

人生をひとと比べない
徳 田 和 人

2Z
富士中央

すべてに感謝するから
良い事がおこる

服部一二三

3Z
裾　野

照一隅
鈴 木 博 己

ZC

R
委員

会長

GMT・
GET特別委員

WYPT・
小児がん対策委員

LCIF・
マーケティング委員 YCE・青少年委員 GST・

クラブ奉仕委員

3R OFFICERS

3R 新役員紹介



T H E L ION T I M E S 2 02 6 -2 027 Vol .1

9

地区役員 “私の好きな言葉”
クラブ会長 “2026〜2027年度スローガン”

4R

原点回帰
遠 藤 一 郎

下　田

もっと心のそばに
平 井 正 晴

東伊豆

今の自分に出来る事を
一生懸命やろう

鈴 木 伸 二
中伊豆

和衷協同
荒 川 健 一

下　田

諦めない心
飯 塚 菊 義
天城湯ヶ島

岩 井 利 之
熱　海

つながる世代 
つながる地域

遠 藤 孝 司
修善寺

友愛の心で、
今できる奉仕を
楽しく行おう

安 藤 孔 治
天城湯ヶ島

愛の心で笑顔の奉仕

石 井 孝 事
伊　東

共生共栄 心をひとつに 
We Serve

松 下 貴 人
大　仁

大仁の笑顔のために、
今できることを 

We Serve

高 野 　 誠
韮　山

笑顔を広げ、
人と地域を輝かせる

We Serve！

土 屋 吉 久
下　田

豊かな心で、
笑顔の奉仕！

山 口 久 義
土　肥

繋ぐ力。
手を取り合い
明日を照らす

坂 本 幸 雄
東伊豆

原点回帰 
“誰かのために 
We Serve”

福 田 義 晃
函　南

街を愛し、仲間を愛し、
真心で結ぶ 

“ Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ ”

江 畑 宗 幸
西伊豆

100年後の未来も子供たちに
笑顔を ～children’s bright 

smiles & We serve～

山 﨑 裕 資
伊豆長岡

We Serve 
育もう！若獅子の輪

内 田 昌 宏
河　津

小さくても心はライオン 
“We Serve”

遠 藤 哲 郎
三島泉

“一致協力” 
皆で楽しく We Serve

岡 田 順 二
三　島

We Serve 
未来につなげよう

奉仕の絆！

河 野 　 博
中伊豆

奉仕の光 継続のとき

1Z
伊　東

誠心誠意
日 吉 　 啓

2Z
中伊豆

平凡道を非凡に生きる
三 田 忠 男

ZC

R
委員

会長

GMT・
GET特別委員

WYPT・
小児がん対策委員

LCIF・
マーケティング委員 YCE・青少年委員 GST・

クラブ奉仕委員

4R OFFICERS

4R 新役員紹介
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世界各地から参加者が集った開会式。会場は国際大会ならではの熱気に包まれました。

HONG KONG 2026
108th LIONS CLUBS INTERNATIONAL CONVENTION

第108回ライオンズクラブ国際大会 香港大会報告
２０２６年７月３日～７月７日　中国・香港／AsiaWorld-Expo

REPORT

国際大会レポート

3 3 4 - C 地 区 から5 0 名を超える 仲 間 が 香 港 へ  
―  世 界 のライオン ズと奉 仕 の 未 来を共 有  ―
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開会式後の３３４－Ｃ地区メンバー交流ランチ会

開会式・ステージ 大会会場での３３４－Ｃ地区メンバー

第１０８回国際大会は，２０２６年７月３日から７日まで香港で開催されました。３３４－Ｃ地区からも
５０名を超える皆様にご参加いただき，世界各地のライオンズ・レオとともに，奉仕の成果を称え，次年度
への方向性を共有しました。大会では総会，国際役員選挙，表彰，各種セミナーなどが行われ，奉仕・会員
増強・次世代育成について学びと交流を深める貴重な機会となりました。

開会式総会ではA.P.Singh国際会長による年次報告と「MISSION 1.5」の成果報告が行われ，女性や若い
世代の入会が進み，クラブ数が歴代最高の５０，３０３クラブに達したことなどが紹介されました。国際大会
の大きなスケールを肌で感じながら，３３４－Ｃ地区の仲間も一体となって大会に臨みました。

世界が一つになる国際大会
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３３４－Ｃ地区メンバー交流ランチ会

３３４複合地区合同晩餐会での３３４－Ｃ地区メンバー記念撮影

３３４複合地区合同晩餐会

マーク・S・Ｌ国際会長と有賀地区ガバナー

交流が育む，国境を越えた友情

REPORT

国際大会の魅力は，総会やセミナーで世界の動きを学ぶことに加え，各地の仲間と直接顔を合わせ，友情
を深められることにあります。開会式後のランチ会や複合地区晩餐会では，地区や世代を越えて交流が広が
り，３３４－Ｃ地区から参加した５０名を超えるメンバーにとっても，心に残る時間となりました。

香港で交わした言葉と笑顔が，次の奉仕へつながる

７月４日開会式総会では，国際的な人道支援を続ける「カルサ・エイド・インターナショナル」がライオ
ンズ人道主義大賞を受賞。ＬＣＩＦからは２０２５－２６年度の寄付額が８４，８６４，２５６ドルに達し
たことが報告されました。最終日には，年間の奉仕活動として約３億４，５００万人以上が奉仕を受け，約
１６０万件以上の奉仕プロジェクトが実施されたとの成果も発表され，世界に広がるライオンズの奉仕の力
を改めて実感しました。

各種セミナーでは，ＡＩとデジタルイノベーション，地域社会とのパートナーシップ，ＬＣＩＦ交付金，
会員拡大，マーケティング，多様性など，今後のクラブ運営に直結するテーマが取り上げられました。「奉仕
ファースト」の会員拡大や，若い世代の参画，活動の物語を発信するマーケティングなど，３３４－Ｃ地区
でも生かしていきたい多くの示唆を得た大会となりました。

奉仕の広がりと，これからのクラブづくり
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同期地区ガバナーご夫妻

有賀地区ガバナー誕生 - 新年度への力強い一歩，杉山前地区ガバナーと

閉会式会場

香港大会の記念写真 - 仲間との絆を胸に

新たなリーダーの誕生，そして次の一年へ
Mark S. Lyon 国際会長テーマ表現「Rooted in Service - 奉仕に根ざして」

７月６日閉会式総会では国際会長交代セレモニーが行われ，米国コネチカット州のMark S.Lyon
（マーク・Ｓ・ライオン）氏が２０２６－２０２７年度国際会長に就任しました。国際協会モットー「We 
Serve」を引き継ぎ，会長テーマとして「Rooted in Service（奉仕に根ざして）」を掲げています。演説で
は「困難を成長の糧とする」「小さな行動が大きな波紋を生
む」という考え方が示され，奉仕を活動の基盤として，新し
い一年への力強いメッセージが発信されました。

また，日本から松岡　勲氏（３３５－Ｃ地区・京都南Ｌ
Ｃ）が新国際理事に選出されました。閉会式を迎え，３３４
－Ｃ地区においても有賀地区ガバナーの新年度が本格的に始
動します。香港で得た学び，世界とのつながり，そして５０
名を超える参加者が共有した感動を地区内へ広げ，より力強
い奉仕へつなげてまいります。

Mark S. Lyon 新国際会長が就任

次回，第109回国際大会は2027年7月2日～6日，米国ワシントンD.C.で開催予定です。

閉会式の華やかな演出
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２０２６年７月２８日（火），ライオンズクラブ
国際協会３３４－Ｃ地区・有賀地区ガバナー，齊藤
キャビネット幹事，中村キャビネット会計は静岡県
庁を訪れ，鈴木康友静岡県知事を表敬訪問しました。

２０２６〜２０２７年度のスタートにあたり，
３３４－Ｃ地区の活動方針や地域社会におけるライ
オンズクラブの奉仕活動についてお伝えするととも
に，県政が目指す方向性とライオンズクラブの理念
について意見を交わす，貴重な機会となりました。

懇談では，有賀地区ガバナーより，鈴木知事が掲
げる「幸福度日本一の静岡県」と，県政運営に取り
入れられているウェルビーイングの考え方に触れ，
３３４－Ｃ地区においても「会員の満足度」を最優
先課題の一つとして捉え，会員一人ひとりがライオ
ンズクラブに所属する喜びや活動の意義を実感でき
る地区運営を目指していることを説明しました。

さらに，会員の満足度を高めることがクラブの活
性化につながり，その魅力が地域へ広がることで，

新たな仲間を迎える「会員拡大」にもつながってい
くとの考えを伝えました。

地域社会への奉仕を使命とするライオンズクラブ
にとって，人々の幸せを願い行動することは活動の
原点です。県民一人ひとりの幸福実感を大切にする
静岡県のウェルビーイングの理念と，ライオンズク
ラブが大切にする奉仕の精神には相通じるものがあ
り，今後の活動を考える上でも大変意義深い懇談と
なりました。

今回の表敬訪問を，３３４－Ｃ地区の新年度にお
ける力強い一歩として，各クラブとの連携を一層深
めながら，会員満足度の向上と会員拡大，そして地
域に必要とされる奉仕活動のさらなる充実に取り組
んでまいります。

CONVERSATION

静岡県知事を表敬訪問

※静岡県は総合計画「しずおかウェルビーイングプラン」において、
「幸福度日本一の静岡県」を目指す姿として掲げています。

「幸福度日本一の静岡県」と、
会員一人ひとりの満足度

ウェルビーイングと
会員満足度向上をめざして
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１.	 ２０２６～２７年度地区ガバナー公式訪問スケジュール表等について
２.	 　　　〃　　　　　地区組織に基づく会議並びに各種セミナー，年次大会予定
３.	 　　　〃　　　　　地区運営に関する諸手続き，要領，地区役員選出の確認事項等
４.	 地区役員選出の申し合わせ事項
５.	 ゾーンＧＭＴ・ＧＬＴの設置について
６.	 地区災害時緊急連絡網の編成について
７.	 リスキリングセミナー開催について
８.	 各種記念式典に関する基準・プロトコール
９.	 地区ガバナー公式訪問と，ＺＣクラブ訪問時，その他の祝儀の件，地区ガバナー代行者選定の件
10.	 第７３回地区年次大会表彰規定
11.	 １０月４日「地区全クラブ統一奉仕の日」について
12.	 ２０２６～２０２７年度　キャビネット会計予算
13.	 　　　〃　　　　　　　　キャビネット資金取扱銀行
14.	 　　　〃　　　　　　　　旅費規程　
15.	 　　　〃　　　　　　　　地区慶弔規定
16.	 　　　〃　　　　　　　　ＺＣの活動費支給方法について
17.	 　　　〃　　　　　　　　会計監査委員略歴紹介と承認について

去る７月２７日（月）静岡市において今年度第１回キャビネット会議が開催されました。今年度一年間の
地区運営方針が提示され，協議事項等全ても承認されて無事終了しました。

当日承認された各項目は次の通りです。詳細は第１回キャビネット会議資料・議事要録でご確認下さい。
（議事要録は地区ホームページ「会員専用」コーナーに掲載）

●　９／１１（金）　第１回ＧＭＴ・ＧＥＴ特別委員会
●　９／１４（月）　第７３回地区年次大会第１回実行委員会
●１０／　４（日）　地区全クラブ統一奉仕の日「フード・スマイル」
●１０／　８（木）　第２回ガバナーチーム会議
●１０／　８（木）　第１回ＧＡＴ・アラートチーム会議
●１０／１４（水）　女性会員フォーラム
●１０／２１（水）　第２回キャビネット会議
●１１／　５（木）　薬物乱用防止教育認定講師養成講座

９月～１１月 キャビネットスケジュール

※１０月は地区統一アクティビティ
月間です。

★地区ガバナー公式訪問の日程は
除きます。

２号誌もＷｅｂ版になります。

◆表紙について
表紙のテーマは「県西部地域の季節の写真」です。

２０２６～２０２７年度  第1回キャビネット会議報告

INFORMATION

事務局だより

逝去日 物故ライオン名 所属クラブ

5月29日 Ｌ岩　佐　勇　作 森 町ＬＣ
7月17日 Ｌ河原崎　澄　雄 富 士 宮ＬＣ
7月21日 Ｌ佐　藤　倍　崇 韮　　山ＬＣ

2026年5月～2026年7月　物 故 ラ イオ ン

ご逝去を悼み，ご冥福をお祈り申し上げます。
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